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応 用 講 習 会 Ⅱ

講師　戸田　 篤先生……歯科技工士 戸田　篤のデンチャーワールド
～患者のQOL向上を目指し、素材とテクニックを駆使した義歯～

70名

無　料

① 右のQRコードを読み取り、申請をお願いします。
＊QRコードが読み込めない方は下記アドレスまでご一報ください。
メールアドレス：sya-togi@muf.biglobe.ne.jp

② 申込者にZOOMオンラインセミナー参加URL、ミーティングID、パスワードの３点
を送付します。
＊オンラインセミナー参加者はパソコン（スピーカー付）、スマホ、タブレットのい
ずれかのご用意をお願いします。

都技研修室
（＊若干名、オンライン環境がない方限定）

12：30 13：00 17：00
令和2年 7月19日日

Tokyo master course Science Lecture

応用講習会Ⅱ
令和２年度

戸田　篤先生

歯科技工士

戸田　篤のデンチャーワールド
～患者のQOL向上を目指し、
　　素材とテクニックを駆使した義歯～

一般社団法人 東京都歯科技工士会

オンラインセミナー

コロナウイルス感染拡大防止目的に３月より催事は見合わせておりましたが、非常事態
宣言解除に伴い段階的に開催する運びとなりました。しかし、３密状態となる従来型
の会場集合型催事は控え、今回はZOOM（ズーム）システムを用いたオンラインによ
る方法でセミナーを開催致します。よって、オンライン環境がない方、ZOOMによる
オンラインセミナーの体験がない方向けに下記項目を設けました。

以上、大変ご不便をおかけしますが、何卒ご理解ご協力の程お願い申し上げます。

［重要なお知らせ］

❶ ６月28日（日）オンライン体験会の開催（＊詳細は別紙にて案内）
❷ ７月19日（日）都技研修室での受講（＊若干名、オンライン環境がない方限定）

＊現状においてオンラインによる催事は、日技生涯研修対象外のため
単位取得になりません。



T o k y o  m a s t e r  c o u r s e  S c i e n c e  L e c t u r e応 用 講 習 会 Ⅱ
［ オンラインセミナー ］
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　高齢化が進み、義歯の重要性は増している半面、義歯に対するイメージは

良い状況と言えるでしょうか。更に、義歯に悪いイメージを抱いているのは

患者さんだけとは言えません。日本の歯科技工士の約９割が保険の枠で義歯

を作っており、対価についても苦しい経営を強いられているように見受けら

れます。また、良い義歯を作るのは難しいと感じている歯科医師も増えてい

るのではないでしょうか。歯科技工もデジタル化が進み歯冠修復においては

歯科技工士の仕事の内容がオペレーターになり学ぶことやテクニックが移行

期にありますが、義歯においてはまだまだ歯科技工士の経験やテクニックが

必要不可欠です。そこで患者にも待合室で気軽に読める義歯の本

「Denture World」～義歯で口福になるために～を2013年4月にデンタ

ルダイヤモンド社から出版しました。超高齢社会において、より多くの国民

の幸せを支えるために「口腔機能回復」は不可欠と言われながらも、国民か

らは敬遠されがちな義歯であるが、患者はもちろん、歯科医師、歯科技工士

に向けて義歯の魅力を伝えるため製作した本です。保険で良い物が作れない

とは言いませんが、材料や時間の問題を考えると限界があります。最良を考

え適正な材料を選び、手間をかければ、もっと様々な質の向上した義歯を製

作できるはずです。義歯に対するイメージが良くないのは、良い義歯がある

にも関わらず、それを術者、患者双方が知らないことが大きな要因ではない

でしょうか。

　私は故河邊清治先生の教育を受け医院に務めていた頃から、現在に至るま

で、患者さんのQOL向上を目指したより良い義歯製作するために保険の枠

にとらわれずに取り組んできました。

　1本の欠損義歯から総義歯まで、私が約40年の間に製作した症例の中か

ら、素材とテクニックを駆使した義歯を紹介しようと思います。一昨年出版

した「Complete Denture Design」～心でつくる総義歯～の中から「3

つの印象と3つの模型から作る総義歯」。私が提唱している「機能する審美

義歯」修理加工のできるPMMAによる「弾性レジンクラスプデンチャー」。

そして目的に応じたレイヤーデンチャー（積層義歯）金属床とレジン床の利

点を活かせた「CPデンチャー®」、視覚観点から床部の審美を求めた「カラー

レイヤーデンチャー」、痛みと適合の改善や緩圧を考えたシリコーン裏装材

を積層した「シリコーンレイヤーデンチャー」など。視覚的に分かりやすい

ような写真から簡単な特徴とテクニックをシンプルに解説したい。

戸田　 篤
［とだ あつし］

■講師略歴 略歴
1977年 愛歯技工専門学校卒業 
1977年 河邊歯科医院勤務（院内技工18年） 
1995年 トダプレシャスアート 代表（コマーシャルラボ）
2005年～現在 デンタルデザイン デイズ 代表（デンチャースクール開始）

●河邊臨床教室　1996年～　●総義歯臨床研究会「車座」2007年～
●臨床補綴研究会「口福」 代表　2014年～
●日本歯科技工士会会員（銀座歯科技工士会）2006年～（副会長2019年）
●日本歯科技工士会認定講師　2011年～　●日本歯科理工学会会員　2019年～
●補綴物コーディネーター　2020年～
●GC Seminar Instructor　2007年～　●TODA Denture System Instructor　2008年～
●CP Denture® Instructor　1996年～

●日本歯科技工学会 発表　2005年・2011年
●全国歯科技工教育協議会 講師　2006年・2016年　●日本歯科理工学会 発表　2019年

著書等
●DENTURE WORLD（デンタルダイヤモンド社）発刊　2013年4月
●Complete Denture Design（医学情報社）発刊　2018年2月　　
月刊　歯科技工・デンタルダイヤモンド・日本歯科評論・QDT　他　文献多数


